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お
ぎ
の

雄
太
郎

議
員（
市
フ
ォ
）

　
女
性
用
の
個
室
ト
イ
レ
に

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
常
備
し
、

無
料
で
提
供
す
る

Ｏ
ｉ
Ｔ
ｒ
の
サ
ー

ビ
ス
を
、
市
で
導

入
す
る
た
め
の
課

題
は
。

市
民
協
働
推
進
部

長
　
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
を
設
置
す
る

工
事
費
用
に
加
え
、

使
用
料
が
毎
月
必

要
と
な
る
こ
と
等

増
山

あ
す
か

議
員（
市
政
）

　
白
糸
台
駅
周
辺
の
交
通
の

現
状
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

市
長
　
駅
周
辺
は
狭
あ
い
な

道
路
が
多
く
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
進
ん
で
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
駅
の

改
札
口
が
西
側
に
あ
る
た
め
、

武
蔵
野
台
駅
と
の
乗
り
換
え

の
際
に
は
、
遠
回
り
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

議
員
　
白
糸
台
駅
の
周
辺
道

路
の
拡
幅
や
乗
降
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
、
物
理
的
な
改

善
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

ま
た
、
駅
東
側
へ
の
改
札
口

設
置
に
関
す
る
西
武
鉄
道
と

の
交
渉
状
況
と
そ
の
課
題
は
。

都
市
整
備
部
長
　
道
路
等
の

改
善
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

坂
本

け
ん
い
ち

議
員（
公
明
）

　
築
40
年
以
上
の
、
い
わ
ゆ

る
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
市

内
の
棟
数
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。
ま
た
、
今
後
の
推
移
は
。

都
市
整
備
部
長
　
当
該
マ
ン

シ
ョ
ン
の
棟
数
は
、
令
和
４

年
度
末
で
約
１
５
０
棟
と
捉

え
て
お
り
、
10
年
後
に
は
約

大
室

は
じ
め

議
員（
市
政
）

　
ふ
ち
ゅ
チ
ケ
ア
プ
リ
に
つ

い
て
、
商
品
券
以
外
に
利
用

で
き
る
機
能
は
あ
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長
　
本
ア
プ
リ

は
民
間
事
業
者
が
提
供
す
る

が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員
　
市
立
小
・
中
学
校
の

個
室
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品

設
置
に
よ
り
全
て
の
児
童
・

生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
取
組
を
市
全
体
に
広
げ
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ

う
に
ナ
プ
キ
ン
が
ト
イ
レ
に

置
い
て
あ
る
こ
と
が
当
た
り

前
の
ま
ち
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
費
用

面
等
に
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

生
理
の
貧
困
問
題
の
解
消
に

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　

令
和
５
年
６
月
に
成
立
し
た

い
わ
ゆ
る
認
知
症
基
本
法
で

は
、
市
に
お
い
て
も
認
知
症

施
策
推
進
計
画
策
定
が
努
力

義
務
と
さ
れ
た
が
、
認
知
症

対
策
を
含
ん
で
い
る
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
と
の
関
連
性
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
当
該
推
進

計
画
は
、
他
の
計
画
と
一
体

的
に
定
め
る
こ
と
も
可
能
と

さ
れ
て
い
る
た

め
、
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事

業
計
画
と
の
関

連
性
を
含
め
、

国
等
の
動
向
を

注
視
し
、
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
ケ
ア
に

関
す
る
理
念
や

稲
津

憲
護

議
員（
市
フ
ォ
）　

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
一
般
質
問
や
陳

情
で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
同
条
例
に
対
す
る

市
の
認
識
は
。

市
長
　
令
和
３
年
６
月
に
公

契
約
条
例
（
仮
称
）
の
制
定

に
つ
い
て
の
陳
情
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
適
正
な
労
働
環
境
の

確
保
な
ど
の
た
め
有
効
な
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
条
例
制
定
に
向
け
た

西
の

な
お
み

議
員（
無
所
）

　
市
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
ゼ

ロ
を
目
指
す
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
て
い
る

が
、
達
成
に
向
け
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

生
活
環
境
部
長
　
市
民
・
事

業
者
等
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
当

た
り
庁
内
関
係
部
署
の
横
断

的
な
取
組
の
推
進
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

議
員
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
の
た
め
に
協
定
を

結
ん
だ
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
内
容
を
、
専
門
家
会

議
で
取
り
ま
と
め
た
と
聞
く

が
、
議
論
の
内
容
は
。

生
活
環
境
部
長
　
市
の
駐
車

場
等
を
有
効
活
用
し
た
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
型
の
太
陽

光
発
電
設
備
や
地
域
通
貨
等

で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

の
導
入
、
地
域
事
業
者
の
取

組
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
市
、

市
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な

る
取
組
の
提
案
が
あ
っ
た
。

他�

中
核
市
に
つ
い
て

宮
田 

よ
し
ひ
と 

議
員（
市
政
）

　
聴
覚
障
が
い
者
の
五
輪
と

呼
ば
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
会
場

に
、
郷
土
の
森
総
合
体
育
館

が
選
ば
れ
た
が
、
開
催
に
際

し
、
期
待
す
る
点
は
。

市
長
　
全
て
の
市
民
が
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
絶
好

の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
開

催
気
運
の
醸
成
や
、
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組

等
を
推
進
し
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
の
気
運
醸

成
の
面
か
ら
令
和
５
年
度
に

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
の
評
価
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
本
市

ゆ
か
り
の
代
表
選
手
が
活
躍

す
る
姿
は
、
多
く
の
参
加
者

に
感
動
を
も
た
ら
し
、
所
属

チ
ー
ム
の
同
僚
選
手
等
が
市

民
と
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
、

観
戦
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と

は
、
本
市
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
取
組
と
考
え
る
。

今
後
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

総
務
管
理
部
長
　
関
係
者
か

ら
の
意
見
聴
取
や
意
見
交
換

な
ど
を
継
続
し
な
が
ら
、
本

市
に
適
し
た
制
度
の
構
築
に

向
け
、
条
例
内
容
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
今
後

公
契
約
条
例
に
係
る
制
度
の

概
要
が
見
え
て
き
た
段
階
で
、

有
識
者
等
か
ら
構
成
す
る
市

長
の
附
属
機
関
を
設
け
て
検

討
を
深
め
、
そ
の
答
申
を
踏

ま
え
、
議
会
へ
報
告
し
た
後
、

条
例
案
を
提
示
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

向
け
た
有
効
な
取
組
の
一
つ

で
あ
り
、
女
性
が
安
心
し
て

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

他�

ご
み
袋
と
収
集
に
つ
い
て

施
策
を
方
向
づ
け
る
認
知
症

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
国
や
都
の

動
向
と
、
先
進
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

他�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

拡
充
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
●

食
品
ロ

ス
削
減
へ
の
住
民
運
動
の
さ
ら

な
る
推
進
に
つ
い
て
●

保
育
園

の
待
機
児
童
と
定
員
割
れ
の
対

策
に
つ
い
て

土
地
利
用
の
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
、
西
武
鉄
道
や
地
権

者
と
の
協
議
に
取
り
組
む
。

駅
東
側
へ
の
改
札
口
設
置
は
、

毎
年
西
武
鉄
道
を
訪
問
し
、

要
望
し
て
い
る
が
、
駅
東
側

に
車
両
基
地
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
物
理
的
な
課
題
が

多
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

２
１
０
棟
、
20
年
後
に
は
約

３
９
０
棟
と
予
想
し
て
い
る
。

議
員
　
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
現
状
と
、
市
が
考
え
る
今

後
の
施
策
の
進
め
方
は
。

都
市
整
備
部
長
　
今
後
、
高

経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
建
物
の
老
朽
化

と
居
住
者
の
高
齢
化
の
２
つ

の
老
い
の
進
行
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
や
再
生
は
、
区
分
所
有
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
管
理
組

合
が
行
う
の
が
基
本
で
あ
る

が
、
適
正
な
管
理
や
再
生
が

な
さ
れ
な
い
場
合
、
周
辺
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
管
理
や
再

生
に
関
す
る
各
種
施
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
管
理
組
合

の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て

お
り
、
地
域
通
貨
と
し
て
使

用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

機
能
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

に
は
、
市
内
経
済
の
活
性
化

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を

促
進
す
る
効
果
が
あ
る
と
聞

く
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
の
導
入
に
関
す
る
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

把
握
し
て
い
る
課
題
は
。

生
活
環
境
部
長
　
む
さ
し
府

中
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、

勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
お
り
、
導
入

に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。
課
題
は
、
大
手

の
決
済
シ
ス
テ
ム
が
広
く
普

及
し
て
い
る
中
で
の
差
別
化

や
優
位
性
の
確
保
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

公

契

約

条

例

に

対

す

る

市

の

認

識

は

白
糸
台
駅
周
辺
の
道
路
等
の
改
善

市

の

考

え

は

認

知

症

条

例

を

制

定

す

る

考

え

は

適
正
な
労
働
環
境
の
確
保
な
ど
の
た
め

有
効
な
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が

重

要

と

認

識

し

て

い

る

周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら

鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
に
取
り
組
む

先
進
自
治
体
の
状
況
等
を

注

視

し

て

い

く

Ｏ
オ イ テ ル

ｉＴｒのサービスを
市で導入するための課題は

デフリンピック開催に際し
期 待 す る 点 は

市内のマンションに対して
市が考える今後の施策の進め方は

デジタル地域通貨の導入に関する
市 の 考 え を 聞 き た い

ゼロカーボンシティ達成に向け
どのように取り組むのか

デ ィス ペ ン サ ー を 設 置 す る
工 事 費 用 に 加 え 使 用 料 が
毎月必要となること等が挙げられる

障 が い の 有 無 に 関 わ ら ず
安心して暮らせる地域社会の実現を
推 進 す る 機 会 と 捉 え て い る

管理や再生に関する各種施策を実施し
管理組合の取組を支援していく

導 入 に 向 け た
調査・研究を進めていく

庁内関係部署の横断的な取組の
推進体制を構築していく

　▲トイレにあるのが当たり前に

　▲駅周辺の狭あいな道路

　▲認知症ケアの充実を


